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性選別精液の利用が拡大しているが、封入精子数が少なく、精子の運動持続時間が

研 究 目 的 短いとされ、過剰排卵処理後の採卵成績が通常精液に比べ低く、改善が求められてい
る。

そこで、性選別精液に適した採卵プログラムを構築し、フィールド普及を図る。

１ 排卵時間を集約させる採卵プログラムを検討する。
全 体 計 画 ２ 開発した採卵プログラムを用いて、性選別精液による採卵成績を比較検討する。

３ フィールド普及を目指した採卵プログラムの実証試験を実施する。

研 究 対 象 乳用牛 専 門 部 門 受精卵移植、家畜繁殖

○ 本年度試験のねらい

ホルスタイン種における性選別精液による採胚について、これまでに開発したＦＳＨ製剤の減量投
与による採卵プログラムをより簡易化するため、ＦＳＨ製剤の投与回数を減らす方法を検討する。

試験１ 性選別精液を用いた採卵におけるＦＳＨ製剤投与法の検討

〈時 期〉 令和２年５月～令和３年２月
〈試験の内容〉 岡山式過剰排卵プログラムをベースにＦＳＨ製剤の投与回数の減少が性選別精液

による採胚成績に与える影響について検討する。

○ 前年度までの成果

１ 開発した採卵プログラム（通常法）を用いて、性選別精液（試験区）と通常精液（対照区）で採
卵成績を比較したところ、対照区では推定黄体数、回収卵数、正常卵数が14.8±11.2、14.5±13.7、

11.9±10.7であったのに対して、試験区では14.5±10.4、15.3±12.8、6.3±9.2と有意な差はなか
ったものの、試験区で正常卵数が少ない傾向が認められた。また、採卵あたりの推定雌卵数（対照

区：雌率50%、試験区：雌率90%）を比べると対照区6.0±5.4、試験区5.7±8.3と同等であった。

２ H28年度は、採胚プログラムの開始時期を早めた結果、より発育の進んだ胚が回収できた。ま
た、採卵プログラムを岡山法に統一し、通常精液１本（対照区）と性選別精液４本（試験区）で採
卵を行った結果、推定黄体数、回収卵数、正常卵数（正常卵率）は、対照区で13.3±8.3、11.8±11.3、

6.6±6.9（55.7%）であった。一方、試験区では13.3±8.9、13.0±12.0、6.3±6.4（48.4%）と差
がなく、推定雌卵数は同等の成績が得られた。また、性選別精液の注入部位による差は少なかった。

３ H29、30年度は、性選別精液２本（片側１本）を子宮角部に注入した場合、通常精液、性選別精

液４本と比較した結果、推定黄体数、回収卵数、正常卵数（正常卵率）は、通常精液で13.0±12.0、
12.6±12.3、6.7±7.1（60.2%）、性選別精液４本で14.9±10.0、14.8±12.9、6.5±6.7（43.8%）、

性選別精液２本（試験区）で13.1±8.5、12.3±8.9、6.2±5.3（51.9%）であった。正常卵数及び
率はやや低いものの、試験区でも採卵が十分可能であることが判った。

４ H30年度は、過剰排卵処理のＦＳＨ（30AU）投与回数を１日２回合計８回（対照区）と１日１回
合計４回（試験区）とで比較した結果、推定黄体数、回収卵数、正常卵数（正常卵率）は、対照区

で20.4±16.5、17.9±17.1、8.1±6.6（45.3%）、試験区で13.3±13.6、8.7±12.3、3.8±5.1
（43.7%）と試験区での回収数が低い傾向であった（H30年度末成績）。

○ 協力関係・分担

県下５家畜保健衛生所
共同試験参加県：山形県（～H30）、栃木県、神奈川県、山梨県、岐阜県、愛知県、島根県、

福岡県、宮崎県（～H29）
リーダー県：岡山県
アドバイザー：（独）家畜改良センター



性選別精液を利用した体内卵生産の高度化

１） 簡素化が図れる採卵プログラムを検討
→ 単回あるいは２回投与による反応性を調査

２） 開発した採卵プログラムを用いて性選別精液による採卵成績を検討
→ 新しく構築した過剰排卵プログラムでの通常精液と性選別精液で
の採卵成績を比較

３） フィールド普及を目指した採卵プログラムの実証試験
→ 採卵マニュアルを作成し、フィールドでの実証試験を実施

実施内容

精液の種類に関わらず、過剰排卵処理方法は複雑

・ FSH製剤を１日２回、合計８回投与＋PGF2α＋Gn-RH

・ 牛のストレス大
・ 農家での打ち間違い、打ち損じ

成果の活用

背景および目的

・ 牛精液の性選別が可能となり、後継牛の計画的生産に利用
・ フィールドでは性選別精液を用いた採胚の要望が増大
・ 性選別精液を用いた採胚成績は通常精液に比べ低率

簡素化、省力化が望まれているが、
単回投与では良好な成績が得られていない

簡素化が図れる過剰排卵プログラムを構築できれば農家や牛の負担が減少できるかも？

選別精液での農家採卵の増加により雌受精卵の安定的な確保が可能

→ 後継牛の計画生産率が向上!!

→ 雌受精卵の低コスト化!!

(雌雄判別手数料：9670円/個が不要）

・ 通常精液での採卵と遜色ない成績が得られる過剰排卵
プログラムを開発
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次の問題点は･･･


